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は
じ
め
に

応
仁
の
乱
終
結
か
ら
九
年
が
経
過
し
た
文
明
一
八
年
（
一
四
八
六
）
の
冬
、こ
の
時
、

幕
政
の
中
心
を
担
い
つ
つ
あ
っ
た
細
川
政
元
の
奉
行
人
か
ら
次
の
よ
う
な
一
通
の
文

書
が
出
さ
れ
て
い
た
。

山
城
国
東
久
世
庄
事
、
依
レ
被
レ
成
二
安
堵
公
方
奉
書
一
、
為
二
久
我
殿
御
代
官
一
入

部
之
処
、
増
位
違
乱
之
条
、
太
不
レ
可
レ
然
、
所
詮
、
為
二
御
被
官
人
中
一
、
可

レ
被
レ
合
二
力
久
我
殿
御
代
官
一
之
由
候
也
、
仍
執
達
如
レ
件
、

文
明
十
八
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家
兼
（
花
押
）

神
足
孫
左
衛
門
尉
殿

野
田
弾
正
忠
殿

高
橋
勘
解
由
左
衛
門
尉
殿①

差
出
の
家
兼
と
は
飯
尾
家
兼
の
こ
と
で
、
細
川
家
の
奉
行
人
。
周
知
の
通
り
、
応

仁
の
乱
後
の
幕
政
に
お
い
て
、
細
川
家
の
権
勢
が
拡
大
し
た
た
め
に
、
当
時
の
人
々

の
多
く
は
、
幕
府
の
奉
行
人
奉
書
に
加
え
て
、
細
川
家
か
ら
も
権
利
保
障
の
文
書
を

獲
得
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
。
細
川
家
が
幕
政
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
こ
と

が
よ
く
わ
か
る
、
以
後
、
典
型
と
な
る
文
書
発
給
の
あ
り
方
で
あ
る
。

次
に
内
容
を
見
る
と
、
東
久
世
庄
に
つ
い
て
、
領
主
で
あ
る
久
我
家
が
幕
府
の
安

堵
を
受
け
て
代
官
を
入
部
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
増
位
と
い
う
人
物
が
違
乱
し
た
た
め
に

同
庄
近
隣
の
「
御
被
官
人
」
で
あ
る
神
足
・
野
田
・
高
橋
の
三
名
に
合
力
を
命
じ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
応
仁
の
乱
が
終
結
し
て
か
ら
九
年
が
経
過
し
た

時
点
で
も
、
領
主
久
我
家
が
自
身
の
所
領
に
立
ち
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の

だ
が
、
で
は
そ
れ
を
阻
ん
で
い
た
と
増
位
と
は
一
体
、
何
者
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
史
料
に
み
え
る
増
位
に
関
し
て
は
、
小
川
信
氏
の
研
究
が
唯
一
の
も
の
で
あ

る②
。
そ
こ
で
は
久
我
家
領
東
久
世
庄
の
歴
史
が
繙
か
れ
る
な
か
で
、
増
位
に
つ
い
て

の
基
本
的
事
実
が
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
が
所
蔵

す
る
「
西
山
地
蔵
院
文
書
」
の
調
査
を
通
じ
て
、
増
位
に
関
す
る
新
た
な
史
料
の
存

在
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
川
氏
の
研
究
に
、
今
回
の
調
査
を
通
じ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
増
位
一
族
の
事
績
を
加
味
し
て
、
東
久
世
庄
を
含
む
京
都
西
郊
の
室
町
時
代

史
を
描
き
だ
す
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

１　

応
仁
の
乱
後
の
西
岡
の
知
行
状
況

西
軍
の
軍
事
行
動
を
主
導
し
た
畠
山
義
就
が
河
内
に
下
国
し
た
こ
と
に
よ
り
、
応

仁
の
乱
は
ひ
と
ま
ず
の
終
熄
を
み
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
混
乱
が
静
ま
ら
な
か
っ
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た
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
義
就
帰
国
直
後
か
ら
彼
に
押
領
さ
れ

て
い
た
知
行
地
を
回
復
す
る
動
き
を
、
京
都
の
領
主
た
ち
は
早
速
に
見
せ
始
め
る
。

戦
後
処
理
の
開
始
で
あ
る
。
久
我
家
に
対
し
て
も
文
明
九
年
一
〇
月
一
五
日
付
の
幕

府
奉
行
人
奉
書
に
て
義
就
被
官
の
押
領
地
の
返
還
が
命
じ
ら
れ
て
お
り③
、
戦
争
の
終

結
に
と
も
な
い
、
そ
れ
ま
で
不
知
行
だ
っ
た
荘
園
の
回
復
が
は
か
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
畠
山
義
就
被
官
の
闕
所
地
も
含
め
た
久
我
庄
の
知
行
の
行
方
は
、
そ
う

簡
単
に
は
定
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
例
え
ば
次
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
。

山
城
国
乙
訓
郡
内
小
寺
兵
庫
助
一
族
并
上
松
父
子
兄
弟
・
安
浦
八
郎
右
衛
門
尉
・

同
太
郎
左
衛
門
尉
等
各
畠
山
右
衛

門
佐
被
官
跡
所
々
事
、
被
レ
成
二
今
御
所
御
料
所
一
訖
、
早
年

貢
諸
公
事
以
下
、
如
二
先
規
一
可
レ
致
二
其
沙
汰
一
之
由
被
二
仰
出
一
候
也
、
仍
執
達

如
レ
件
、

　
　
　

文
明
九

　
　
　
　

十
月
廿
日 

為
信
（
花
押
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
元
連
（
花
押
）　

　
　
　

当
所
地
下
人
中④

こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
乙
訓
郡
で
西
軍
畠
山
義
就
に
与
同
し
た
の
は
久
我
庄

荘
民
だ
っ
た
小
寺
を
は
じ
め
と
す
る
面
々
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
跡
地
に
つ
い
て
は

直
接
、
も
と
の
荘
園
領
主
に
還
付
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
今
御
所
足
利
義
尚
の
御
料

所
と
し
て
一
旦
、
収
公
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

同
じ
く
西
岡
に
あ
る
散
在
荘
園
小
塩
庄
に
お
い
て
も
、
事
情
は
同
様
だ
っ
た
。

文
明
一
〇
年
に
同
庄
の
下
司
で
あ
っ
た
神
足
因
幡
入
道
が
西
軍
の
山
名
被
官
で

あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
東
軍
方
山
名
右
衛
門
督
の
料
所
と
し
て
収
公
さ
れ
た⑤
。
こ

の
時
、
一
族
の
神
足
孫
左
衛
門
尉
は
因
幡
入
道
は
庶
子
で
あ
る
と
し
て
領
有
を
主
張

し
て
い
た
が
、
そ
の
実
否
は
さ
て
お
き
、
乱
後
の
敵
方
闕
所
地
が
、
荘
園
領
主
で
は

な
く
、
義
尚
以
下
、
幕
府
の
武
士
た
ち
の
所
領
と
し
て
収
公
さ
れ
る
方
針
だ
っ
た
こ

と
が
こ
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
敵
方
闕
所
地
の
御
料
所
化
を
目
指
す
幕
府
の
介
入
も
あ
っ
て
、
思
う

よ
う
に
荘
園
知
行
を
回
復
で
き
な
か
っ
た
領
主
た
ち
で
あ
る
が
、
知
行
の
回
復
を
阻

む
相
手
は
何
も
幕
府
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
実
は
同
じ
荘
園
領
主
同
士
で
も
、
知

行
回
復
を
め
ぐ
る
相
論
が
多
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

久
我
家
名
字
の
地
で
あ
る
久
我
庄
で
も
文
明
一
三
年
に
は
久
我
家
は
五
条
家
の
あ

い
だ
で
領
有
を
争
っ
て
い
る⑥
。
小
川
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
文
明
一
八
年
に
よ
う
や

く
知
行
は
久
我
家
が
行
い
、
年
貢
の
一
部
の
三
〇
石
を
五
条
家
に
渡
す
こ
と
で
和
与

が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
五
条
家
が
東
久
世
庄
の
知
行
を
主
張
す
る
根
拠
は
、
東
久

世
庄
に
知
行
を
由
緒
を
有
し
て
い
た
土
御
門
家
が
宝
徳
四
年
（
一
四
五
二
）
に
家
門
断

絶
と
な
っ
た
際
、
何
ら
か
の
縁
故
で
所
領
を
継
承
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
将
軍
家
も
含
め
た
京
都
の
領
主
層
は
乱
の
終
結
に
伴
い
、
近
隣
の
領
地
か
ら
の

年
貢
を
渇
望
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
、
貪
欲
な
領
主
た
ち
か
ら
出
さ
れ
る
複
雑
な

権
利
関
係
の
主
張
を
整
理
す
る
作
業
か
ら
乱
後
の
知
行
再
編
は
は
じ
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
京
都
の
領
主
間
に
お
け
る
権
利
関
係
の
整
理
に
目
処
が
た
っ
た
と

こ
ろ
で
、
彼
ら
が
い
よ
い
よ
本
格
的
に
現
地
の
知
行
回
復
に
乗
り
出
し
た
の
が
、
文

明
一
八
年
と
い
う
時
期
だ
っ
た
。
こ
の
間
、
乱
の
集
結
か
ら
既
に
一
〇
年
近
く
の
年

月
が
経
過
し
て
い
る
。
し
か
し
本
当
の
問
題
は
こ
こ
か
ら
だ
っ
た
。
京
都
の
領
主
間

で
所
領
を
争
っ
て
い
る
あ
い
だ
、
現
地
で
は
、
乱
後
の
混
乱
そ
の
ま
ま
に
、
所
領
の

押
領
が
続
け
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
「
は
じ
め
に
」
で
引
用
し
た

文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
こ
の
間
、
現
地
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

乱
後
の
京
都
西
郊
の
状
況
に
つ
い
て
は
別
稿
で
指
摘
し
た
が
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
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し
た
よ
う
に
、
文
明
一
八
年
に
細
川
家
は
西
軍
方
畠
山
義
就
に
与
同
し
た
面
々
の
闕

所
地
に
、
上
田
林
と
い
う
無
名
の
人
物
を
代
官
に
し
て
入
部
さ
せ
る
動
き
を
見
せ
た⑦
。

し
か
し
こ
れ
に
地
域
の
国
衆
が
反
発
し
、
細
川
家
に
安
堵
を
求
め
る
た
め
に
西
岡
全

体
か
ら
礼
銭
の
供
出
を
要
求
す
る
と
い
う
、
乙
訓
惣
国
の
研
究
史
上
、
よ
く
知
ら
れ

る
展
開
を
見
せ
た
の
だ
が
、
国
衆
が
上
田
林
の
西
軍
方
闕
所
地
入
部
に
反
発
し
た
前

提
に
、乱
後
に
彼
ら
が
闕
所
地
を
知
行
し
て
い
た
事
実
を
そ
こ
で
は
明
ら
か
に
し
た
。

こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
西
岡
の
多
く
の
西
軍
闕
所
地
は
、
東
軍
方
国
人
た
ち
の
戦

功
知
行
地
と
し
て
実
質
的
に
支
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
一
方
で
増
位
の
よ
う
に
畠
山
義
就
に
与
同
し
て
い
た
は
ず
の
在
地
勢

力
も
粘
り
強
く
現
地
支
配
を
続
け
て
お
り
、
乱
後
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
現
地
は
い
ま
だ
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る⑧
。
以
上
の
状

況
を
前
提
に
、「
は
じ
め
に
」
で
引
用
し
た
文
書
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

２　

増
位
の
出
自

こ
の
よ
う
に
乱
後
、
西
軍
方
が
相
次
い
で
下
国
す
る
な
か
、
西
軍
畠
山
義
就
の
被

官
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ま
だ
自
身
の
所
領
を
維
持
し
、
京
都
の
領
主
た
ち
が
西
岡
の

知
行
回
復
を
目
論
む
中
で
そ
の
存
在
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
増
位
一
族
で
あ
っ
た

が
、
で
は
そ
も
そ
も
彼
は
何
者
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
ま
ず
小
川
氏
の
論
考
を
も
と
に
概
略
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
増

位
と
東
久
世
庄
の
関
わ
り
が
わ
か
る
早
い
例
は
、
小
川
氏
も
指
摘
す
る
『
大
徳
寺
文

書
』
に
残
さ
れ
た
応
永
二
二
年
（
一
四
一
五
）
五
月
二
八
日
付
田
地
宛
行
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
東
久
世
庄
二
反
半
が
、
公
文
清
正
ら
の
連
署
で
荘
内
の
寺
庵
で
あ
る
如
意

庵
に
宛
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
書
の
端
裏
書
に
「
ま
す
い
と
の
御
代
管

（
マ
マ
）の

支

証
之
状
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
公
文
清
正
ら
は
「
ま
す
い
と
の
」
の
代
官
と
い
う
立

場
で
所
領
を
宛
て
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
応
永
二
二
年
段
階
の
領

主
が
増
位
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う⑨
。
こ
の
『
大
徳
寺
文
書
』
中
に
あ
る
東

久
世
庄
関
係
資
料
群
に
は
、
例
え
ば
応
永
一
一
年
一
二
月
一
〇
日
付
で
作
成
さ
れ
た

譲
状
を
見
る
と「
合　

小
者　

在
二
山
城
国
乙
訓
郡
東
久
世
久
我
殿
御
領
内
鎌
田
里
廿

九
坪
出
田
一
也
」
と
あ
る
か
ら⑩
、応
永
一
一
年
末
の
時
点
で
は
領
主
は
久
我
家
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
そ
れ
か
ら
応
永
二
二
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
、
領
主
が
交

代
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
一
体
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
増
位
家
は
久
我
家
領
だ
っ
た
東
久
世
庄
を
獲
得

す
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
あ
い
だ
の
事
情
を
教
え
て
く
れ
る
の
が
、
小
川

氏
も
引
用
し
て
い
る
次
の
史
料
で
あ
る
。

山
城
国
東
久
世

一
、
東
事
、
彼
尼
知
行
事
者
、
無
理
條
勿
論
事
候
之
間
、
替
地
を
御
計
候
て
此

所
を
ハ
被
二
返
進
一
事
こ
そ
肝
要
に
て
候
へ
と
も
、
ふ
と
ハ
可
レ
然
在
所
も
候
ハ

ね
ハ
、
ま
つ
無
理
な
か
ら
知
行
事
候
、
今
御
申
候
様
ニ
地
下
を
ハ
御
管
領
候
て
、

土
貢
を
沙
汰
つ
か
ハ
さ
れ
候
へ
ハ
、
弥
此
所
を
他
人
相

候
へ
き
事
に
な
り
候

へ
ハ
、
御
家
門
の
御
た
め
不
レ
可
レ
然
候
、
只
非
分
の
儀
に
て
お
か
れ
候
へ
、

以
二
事
次
一
可
レ
被
二
返
進
一
之
由
、
被
二
仰
下
一
候
之
間
、
万
一
、
彼
尼
公
い
つ
く

の
寺
院
へ
ニ
て
も
寄
進
候
な
と
申
入
候
て
、
重
て
公
験
を
も
拝
領
候
て
ハ
、
弥

可
レ
為
二
珍
事
一
候
之
由
申
入
候
之
処
、
不
レ
可
レ
有
二
其
儀
一
之
由
被
二
仰
下
一
候⑪
、

こ
れ
は
応
永
二
一
年
五
月
一
二
日
付
で
出
さ
れ
た
広
橋
兼
宣
書
状
案
の
一
部
で
あ

り
、
久
我
家
か
ら
の
訴
え
に
対
す
る
足
利
義
持
の
返
事
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
内

容
は
小
川
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
、

 

①
某
尼
の
東
久
世
庄
知
行
は
「
無
理
」、
す
な
わ
ち
根
拠
が
な
い
が
、
彼
女
の
知
行

は
認
め
る
。
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②
久
我
家
が
主
張
す
る
得
分
だ
け
で
も
進
上
し
て
ほ
し
い
と
の
件
に
つ
い
て
は
、

下
地
支
配
の
た
め
に
新
た
に
第
三
者
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
は
将
来
の
問
題
と
な
る

だ
ろ
う
か
ら
、
現
状
の
ま
ま
の
ほ
う
が
よ
い
。
折
り
を
見
て
久
我
家
に
返
す
こ
と

に
し
た
い
。

③
某
尼
が
ど
こ
か
の
寺
院
に
寄
進
す
る
よ
う
な
こ
と
は
禁
止
し
て
お
く
。

と
い
う
三
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
後
に
増
位
が
同
荘
の
代
官
を
つ
と
め
た
こ
と
か

ら
、小
川
氏
も
推
測
し
た
通
り
、某
尼
と
増
位
と
の
あ
い
だ
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ

た
見
ら
れ
る
が
、
義
持
自
身
、
某
尼
の
知
行
が
「
無
理
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
行
が
認
め
ら
れ
た
尼
と
は
一
体
、
何
者
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
某
尼
の
正
体
や
増
位
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
大
き
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く

れ
る
の
が
、
次
の
史
料
で
あ
る
。

請
取
申

山
城
国
乙
訓
郡
東
久
世
庄
内
田
地
事

　

合
参
町
者　

里
坪
付
在
二
別
紙
一

右
彼
領
者
一
、
為
二
増
位
局
性
厳
私
領
一
相
二
続
増
位
掃
部
助
入
道
善
楽
一
地
也
、

然
間
自
二
彼
庄
一
為
二
性
厳
追
善
一
、
於
二
毎
年
五
拾
貫
文
一
可
レ
奉
レ
寄
二
附
西
山
地

蔵
院
一
由
、
従
二
勝
定
院
殿
一
依
レ
被
二
仰
出
一
也
、
于
レ
今
無
二
相
違
一
、
雖
レ
然

為
二
末
代
一
被
レ
進
レ
割
二
分
田
地
参
町
□
米
参
拾
斛
一
相
二
当
五
十
貫
文
一

和
市
六
升
定　
　

上
者
、
於
二
彼
菩

提
一
可
二
訪
申
一
者
也
、
万
一
及
二
違
乱
一
者
、
為
二
公
方
一
可
レ
預
二
御（

マ
マ
）

載
許
一
者

也
、
仍
為
二
後
日
一
状
如
レ
件
、

　
　

永
享
七
年
八
月⑫

こ
れ
は
西
山
地
蔵
院
に
残
さ
れ
た
文
書
の
う
ち
の
一
つ
で
、
内
容
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

 

①
東
久
世
庄
内
田
地
は
増
位
局
性
厳
の
私
領
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
増
位
掃
部
助

入
道
善
楽
が
相
続
し
た
。

 

②
性
厳
没
後
、
そ
こ
か
ら
追
善
の
た
め
に
西
山
地
蔵
院
に
毎
年
、
五
〇
貫
文
を
寄

付
す
る
よ
う
に
勝
定
院
足
利
義
持
が
命
令
し
た
。

 

③
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
に
寄
進
を
よ
り
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、従
来
の

収
穫
物
か
ら
五
〇
貫
文
を
拠
出
す
る
と
い
う
や
り
方
か
ら
、
五
〇
貫
文
分
の
下
地

三
町
を
地
蔵
院
に
割
分
す
る
よ
う
に
し
た
。

本
史
料
の
概
略
は
以
上
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
史
料
の
登
場
に
よ
っ

て
、
小
川
氏
が
不
明
と
し
て
い
た
点
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
先
の

史
料
に
出
て
い
た
某
尼
と
は
増
位
局
性
厳
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
第

二
に
後
に
代
官
と
な
る
増
位
一
族
は
性
厳
の
一
族
で
あ
り
、
逆
に
い
え
ば
性
厳
は
増

位
家
出
身
の
女
性
で
、そ
の
姓
が
局
名
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
彼
女
に
対
し
て
、
こ
の
史
料
で
は
勝
定
院
義
持
も
、
没
後
、
菩
提
追
善
料
と
し

て
五
〇
貫
文
を
西
山
地
蔵
院
に
寄
付
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
先
の
史
料
で
義
持

が
「
無
理
」
の
知
行
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
性
厳
の
知
行
を
認
め
た
の
も
、
こ

こ
か
ら
う
か
が
え
る
彼
女
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
、
上
手
く
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
右
の
文
書
に
よ
り
、
久
我
家
領
東
久
世
庄
を
奪
い
取
っ
た
某
尼
が
増

位
局
性
厳
と
い
う
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
が

判
明
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
に
検
討
す
べ
き
問
題
も
発
生
し
て
い
る
。
そ
れ
は

こ
の
増
位
局
と
い
う
女
性
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
、
ま
た
な
ぜ
義
持
か
ら
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
目
を
か
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

結
論
か
ら
先
に
い
え
ば
、増
位
局
性
厳
は
、宮
中
の
女
官
で
あ
り
、箏
の
名
手
だ
っ

た
人
物
で
あ
る
。
応
永
一
五
年
三
月
八
日
か
ら
二
八
日
ま
で
の
長
期
に
わ
た
り
行
わ
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れ
た
後
小
松
天
皇
の
北
山
第
行
幸
の
際
、
琵
琶
の
名
手
で
あ
る
栄
仁
親
王
や
、
箏
の

名
手
で
あ
る
義
仁
親
王
、
加
賀
局
ら
と
と
も
に
、
舞
童
御
覧
の
際
に
箏
を
演
奏
し
た

人
物
に
「
増
井
局
」
の
名
前
が
見
え
る⑬
。
こ
の
「
増
井
局
」
が
増
位
局
性
厳
で
あ
っ

た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

義
満
は
自
身
が
参
加
す
る
儀
式
に
は
、
音
楽
に
至
る
ま
で
自
分
の
好
み
を
反
映
さ

せ
て
い
た
か
ら⑭
、
彼
の
最
後
の
盛
儀
と
な
っ
た
今
回
の
行
幸
に
選
ば
れ
た
増
位
局
性

厳
の
箏
の
腕
前
は
、
相
当
の
も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
何
か
と
父
親
に
反
発
す

る
こ
と
の
多
か
っ
た
義
持
も
彼
女
の
奏
で
る
音
は
父
と
同
じ
好
み
だ
っ
た
と
見
え
、

相
当
お
気
に
入
り
だ
っ
た
こ
と
が
、
性
厳
追
善
料
の
設
定
を
命
じ
た
先
の
史
料
か
ら

も
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
増
位
局
を
生
ん
だ
増
位
家
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
家
柄
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い
の
が
、
次
の
史
料
に
見
え
る
増
位
姓
の
人
物

で
あ
る
。
実
は
鎌
倉
幕
府
以
来
の
伝
統
的
な
奉
行
人
の
家
柄
で
あ
る
摂
津
氏
の
家
中

に
、
増
位
姓
の
人
物
が
存
在
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
に
摂

津
親
秀
が
記
し
た
置
文
の
次
に
記
事
に
注
目
し
た
い
。

能
直
并
阿
古
丸
母
儀
、
就
二
内
外
大
小
事
一
不
レ
可
二
相
綺
一
、
山
岸
蔵
人
入
道
・

加
賀
修
理
亮
・
石
川
木
工
助
・
増
位
民
部
大
夫
・
榛
谷
大
夫
五
人
不
レ
替
存
生
之

時
、
可
レ
相
二
計
之
一
、
雖
レ
存
二
一
人
異
議
一
、
有
二
四
人
一
同
之
議
一
者
、
可
レ
随

レ
之
、
異
議
及
二
二
人
一
者
、
別
人
公
方
可
レ
令
レ
談
二
合
之
一
□
、

こ
こ
で
は
、
親
秀
が
自
身
の
妻
子
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
、
増
位

な
ど
の
五
名
に
相
談
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
幕
府
官
僚
摂
津
家
の
家

中
に
お
い
て
、
増
位
家
が
宿
老
級
の
家
柄
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

摂
津
家
宿
老
だ
っ
た
増
位
家
の
存
在
が
わ
か
る
史
料
は
以
上
の
通
り
だ
が
、
問
題

は
こ
の
増
位
家
と
、
箏
の
名
手
だ
っ
た
増
位
局
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
、
ど
の
程
度

の
蓋
然
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
両
者
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
際
の
傍
証

と
な
る
の
が
、
西
山
地
蔵
院
の
存
在
な
の
で
あ
る
。

実
は
摂
津
家
は
西
山
地
蔵
院
文
書
に
寄
進
状
な
ど
多
く
の
関
連
文
書
を
残
し
て
お

り
、
細
川
頼
之
が
創
建
し
た
同
院
は
摂
津
家
の
菩
提
寺
で
も
あ
っ
た
。
一
方
、
先
に

触
れ
た
よ
う
に
、
増
位
局
の
菩
提
追
善
を
任
さ
れ
て
追
善
料
を
宛
て
行
わ
れ
て
い
た

の
も
西
山
地
蔵
院
で
あ
っ
た
。
で
は
な
ぜ
増
位
局
の
追
善
供
養
を
西
山
地
蔵
院
が

行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
地
蔵
院
が
摂
津
家
の
菩
提
寺
で
あ
り
、

そ
の
縁
で
、
宿
老
の
一
族
で
あ
る
増
位
局
の
追
善
が
行
わ
れ
た
と
み
る
の
が
ま
ず
自

然
だ
ろ
う
。
義
満
・
義
持
二
代
に
わ
た
り
楽
才
を
愛
さ
れ
た
増
位
局
の
菩
提
が
地
蔵

院
で
弔
わ
れ
て
い
る
の
も
、
摂
津
家
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
一
つ
の
理
由
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
新
紹
介
史
料
を
も
と
に
、
東
久
世
庄
を
知
行
し
て
き
た
増
位
一
族
の
出

自
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
増
位
家
出
身
の
増
位
局
と
い
う
女
性
が
、
箏
の

音
で
、
義
満
・
義
持
と
い
っ
た
権
力
者
を
魅
了
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
増
位

一
族
が
東
久
世
庄
を
知
行
し
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
足
利
家
二
代
に
わ
た
る
恩

顧
の
存
在
が
大
き
く
も
の
を
い
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
増
位
一
族
が
東
久
世
庄
を
知
行
す
る
に
至
る
経
緯
を
述
べ
て
き
た
が
、
章

の
最
後
に
こ
こ
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
今
回
の
増
位
一
族
へ
の
褒
賞
事
例
が
、
楽
人

へ
の
褒
賞
事
例
一
般
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
も
言
及

し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
、
増
位
局
は
箏
の
名
手
と
し
て
義
満
・
義
持
の
二
代

か
ら
寵
愛
を
受
け
て
い
た
か
ら
、
東
久
世
庄
が
彼
女
の
隠
居
料
な
ど
の
名
目
で
与
え

ら
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

た
だ
し
、
他
の
事
例
を
確
認
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
は
例
外
的
だ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
楽
人
に
対
す
る
褒
賞
事
例
全
般
に
つ
い
て
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
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た
い
が
、
例
え
ば
相
国
寺
落
慶
法
要
の
際
に
、
舞
人
を
つ
と
め
、
義
満
か
ら
褒
賞
を

う
け
た
狛
俊
葛
は
そ
の
後
、応
永
一
三
年
に
困
窮
を
理
由
に
助
成
を
願
い
出
て
お
り
、

そ
れ
に
対
し
て
義
満
は
南
都
の
舞
童
の
師
匠
と
し
て
、
年
四
〇
〜
五
〇
石
を
扶
持
す

る
よ
う
に
興
福
寺
に
命
じ
て
い
た⑮
。
こ
れ
も
楽
人
へ
の
隠
居
料
の
一
種
と
し
て
理
解

で
き
る
も
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、狛
俊
葛
が
与
え
ら
れ
た
の
は
得
分
で
あ
り
、所
領
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
点
に
、
増
位
局
と
の
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
義
満
死
後
の
応
永
一
五
年

七
月
に
は
、
大
和
六
方
衆
た
ち
か
ら
息
子
の
正
葛
の
屋
敷
が
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
興

福
寺
の
助
成
も
、
そ
の
後
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
狛
家
へ
の

恩
賞
宛
行
が
、
実
は
興
福
寺
側
か
ら
相
当
、
不
興
を
買
っ
た
行
為
で
あ
り
、
義
満
没

後
す
ぐ
に
、
そ
の
憤
懣
が
住
居
破
壊
と
い
う
か
た
ち
で
爆
発
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
義
満
没
後
す
ぐ
に
興
福
寺
か
ら
報
復
を
受
け
た
楽
人
狛
氏
の
事
例
は
、
没

後
も
知
行
を
維
持
し
て
い
た
増
位
家
と
は
実
に
対
照
的
で
あ
る
。

楽
人
の
事
例
以
外
で
も
、
義
満
政
権
末
期
に
見
ら
れ
た
義
満
の
恣
意
に
基
づ
く
領

地
宛
行
が
よ
く
見
ら
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
彼
の
没
後
に

は
、
本
来
の
持
ち
主
が
奪
還
し
た
こ
と
は
同
じ
く
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
一
例
を
あ

げ
る
と
、
応
永
一
一
年
、
義
満
愛
童
だ
っ
た
御
賀
丸
が
東
寺
領
大
和
国
河
原
城
庄
の

奪
取
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
同
庄
を
維
持
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
ま
た

義
満
存
命
中
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
応
永
元
年
か
ら
八
年
頃
ま
で
山
城
国
守
護
に
抜

擢
さ
れ
、
政
所
奉
行
も
務
め
た
結
城
満
藤
な
ど
は
、
突
然
、
職
を
解
任
さ
れ
る
憂
き

目
に
あ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
義
満
の
思
い
付
き
で
宛
が
わ
れ
た
知
行
地
や
地
位

を
維
持
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
大
変
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
点
も
踏
ま
え
る
と
、
増
位
一
族
の
あ
り
方
が
例
外
的
だ
っ
た
こ
と
が
よ

く
理
解
で
き
る
。
で
は
何
が
増
位
家
の
知
行
を
例
外
的
に
支
え
た
か
と
い
え
ば
、
そ

の
究
極
的
な
要
因
は
、
義
満
・
義
持
親
子
二
代
を
魅
了
し
た
、
増
位
局
の
箏
の
音
に

こ
そ
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

３　

そ
の
後
の
増
位
家

こ
こ
ま
で
小
川
氏
の
示
し
た
増
位
の
歴
史
に
、
新
紹
介
史
料
を
加
え
て
、
彼
ら
が

東
久
世
庄
を
知
行
す
る
過
程
を
具
体
的
に
叙
述
し
て
き
た
が
、
そ
の
活
動
に
変
化
が

見
ら
れ
る
の
が
寛
正
年
間
で
あ
る
。

山
城
国
東
久
世
庄
事
、
増
位
長
若
丸
去
寛
正
元
年
以
来
年
貢
未
済
之
間
、
及
二

度
一々
差
二
日
限
一
雖
レ
相
二
触
之
一
、
于
レ
今
難
渋
之
上
者　

早
致
二
直
務
一
、
向
後

弥
可
下
令
レ
全
二
領
知
一
給
上
之
由
所
レ
被
二
仰
下
一
也
、
仍
執
達
如
レ
件
、

寛
正
元
年
十
二
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
尉
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
泉
守　

判

五
条
菅
侍
従
殿⑯

こ
こ
に
増
位
長
若
丸
が
寛
正
元
年
（
一
四
六
〇
）
分
の
年
貢
を
支
払
っ
て
い
な
い
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
続
き
、
寛
正
三
年
の
作
成
と
推
定
さ
れ

る
文
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

一　

山
城
国
東
久
世
庄

此
間
之
知
行
人
畠
山
被
官
増
位
掃
部
助
在
二
獄
山
城
一
、
自
二
去
年
一
非
分
之
族
知

行
、　

勝
定
院
殿
様
御
代
、
以
二
事
次
一
可
レ
被
二
返
下
一
由
之
御
奉
書
於
拝
領
、
然

者
事
次
尤
此
時
也⑰
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
畠
山
義
就
の
被
官
で
あ
る
増
位
掃
部
助
が
獄
山
城
に
お
り
、
そ

の
不
在
の
あ
い
だ
に
「
非
分
之
族
」
が
東
久
世
庄
に
居
座
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
久
我
家
は
東
久
世
庄
の
奪
回
を
目
論
ん
で
い
た
こ
と
が
こ
こ

か
ら
わ
か
る
の
だ
が
、
寛
正
元
年
の
増
位
に
よ
る
年
貢
違
乱
の
原
因
が
、
ど
う
や
ら
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畠
山
義
就
と
の
関
係
に
あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

実
は
増
位
に
よ
る
不
知
行
が
訴
え
ら
れ
た
寛
正
元
年
九
月
に
は
、
応
仁
の
乱
勃
発

の
一
因
と
な
る
政
治
史
的
に
重
要
な
事
件
が
起
こ
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
畠
山
義
就
の

出
仕
停
止
で
あ
る
。
将
軍
義
政
の
後
援
を
得
て
、
畠
山
家
の
家
督
と
な
っ
た
義
就
だ

が
、
義
政
の
機
嫌
を
損
ね
た
た
め
に
、
九
月
二
〇
日
に
は
河
内
国
に
下
向
し
て
い
た
。

そ
れ
以
後
、
義
就
追
討
戦
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
寛
正
三
年
に
増
位
が

獄
山
城
に
あ
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
時
に
既
に
増
位
一
族
は
義
就
に
追
従

す
る
か
た
ち
で
、各
地
を
転
戦
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
寛
正
元
年
以
来
、

久
我
庄
か
ら
年
貢
が
あ
が
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

寛
正
元
年
以
来
、河
内
国
で
抵
抗
を
続
け
て
い
た
義
就
だ
が
、寛
正
四
年
四
月
一
五

日
に
は
獄
山
城
が
落
城
し
義
就
は
紀
伊
高
野
山
に
逃
げ
落
ち
て
い
た
。
そ
の
後
も
討

伐
戦
は
続
き
、
同
年
八
月
に
義
就
は
吉
野
山
に
ま
で
逃
亡
し
て
お
り
、
獄
山
城
に
籠

城
し
て
い
た
増
位
も
、
義
就
に
帯
同
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

義
就
の
没
落
と
そ
れ
に
伴
う
増
位
氏
の
東
久
世
庄
か
ら
の
没
落
を
受
け
て
、
寛
正

四
年
一
二
月
一
一
日
に
は
、
東
久
世
庄
を
久
我
家
に
還
付
す
る
後
花
園
院
の
院
宣
が

出
さ
れ
て
い
た⑱
。
そ
の
後
、
一
二
月
二
四
日
に
義
政
は
突
然
、
義
就
を
赦
免
し
た
が
、

そ
れ
も
す
ぐ
に
撤
回
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
文
正
元
年
八
月
に
は
義
就
は
吉
野
か
ら

再
び
河
内
へ
出
陣
し
、
九
月
に
は
獄
山
城
、
深
田
城
の
奪
還
に
成
功
す
る
。

こ
の
よ
う
に
抗
争
が
長
期
化
す
る
状
況
で
、
義
就
に
帯
同
し
て
領
地
を
空
け
て
い

た
増
位
の
跡
地
の
知
行
の
行
方
が
よ
う
や
く
確
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山
城
国
東
久
世
庄
代
官
職
増
位
跡
事
、任
二
由
緒
一
被
二
返
付
一
訖
、早
於
二
五
条
家
知

行
之
本
役
弐
拾
石
一
者
、
致
二
其
沙
汰
一
、
至
二
下
地
一
者
、
可
レ
被
レ
全
二
領
知
一
之

旨
、
可
レ
被
レ
申
二
入
前
右
大
臣
家
一
之
由
所
レ
被
二
仰
下
一
也
、
仍
執
達
如
レ
件
、

　

文
正
元
年
十
二
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内
守
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙　

弥
（
花
押
）

　

弾
正
大
弼
殿⑲

こ
れ
は
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
に
出
さ
れ
た
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
で
あ
り
、下

地
の
領
有
は
久
我
家
、
そ
の
う
ち
二
〇
石
分
は
五
条
家
に
納
入
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
て
い
る
。
久
我
家
か
ら
す
れ
ば
、
実
に
久
し
ぶ
り
の
領
地
回
復
で
あ
っ
た
。　

し
か
し
、
応
仁
の
乱
の
勃
発
に
よ
り
、
東
久
世
庄
知
行
の
行
方
は
再
び
不
透
明
な

も
の
と
な
る
。
応
仁
の
乱
後
、
増
位
が
所
領
を
再
び
回
復
し
て
い
た
こ
と
は
冒
頭
の

史
料
で
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
で
は
そ
の
後
、
増
位
は
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
久
我
家
文
書
』
に
次
に
増
位
が
登
場
す
る
の
が
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
の
こ

と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
東
久
世
庄
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
築
山
合
戦
に
お
い

て
で
あ
る
。
同
年
四
月
、
明
応
の
政
変
が
勃
発
し
、
政
変
を
実
質
的
に
主
導
し
た
細

川
被
官
上
原
元
秀
が
西
岡
の
領
地
問
題
に
も
関
与
し
て
い
く
が
、
一
連
の
急
な
動
き

は
、
同
じ
細
川
家
中
内
部
や
荘
園
領
主
層
か
ら
猛
反
発
を
受
け
た
よ
う
で
あ
り
、
そ

れ
が
表
面
化
し
て
勃
発
し
た
の
が
、
こ
の
合
戦
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
新
た
に
赤
松
氏
の
家
臣
宇
野
氏
を
代
官
に
任
命
し
て
所
領
回
復
を
目
論

む
久
我
家
の
動
向
や
、
細
川
家
中
の
分
断
を
反
映
し
て
、
細
川
家
に
被
官
化
し
て
い

た
西
岡
の
在
地
領
主
た
ち
の
複
雑
な
動
き
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
小
川
氏
の

整
理
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
今
回
の
事
件
が
東
久
世
庄
の
増

位
氏
の
知
行
地
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
増
位
氏
の
動
き
が
ま

る
で
確
認
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
中
央
の
政
治
が
複
雑
化
す
る
の
を
反
映
し
て
、
例

え
ば
同
じ
細
川
被
官
で
も
上
原
方
と
そ
れ
に
反
発
す
る
勢
力
に
分
か
れ
る
な
ど
西
岡

の
地
域
社
会
も
入
り
組
ん
だ
展
開
を
見
せ
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
流
れ
の

な
か
で
、
増
位
一
族
は
存
在
感
を
失
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

増
位
一
族
の
姿
が
最
後
に
見
え
る
の
は
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
で
あ
る
。
同
年
に

は
領
地
の
回
復
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
次
の
史
料
か
ら
わ
か
る
。
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又
東
久
世
庄
事
、
増
位
子
静
永
企
二
訴
詔

（
マ
マ
）一

、
恣
申
二
給
御
下
知
一
之
間
、
申
分

之
砌
、
鶏
冠
井
次
郎
兵
衛
無
レ
謂
申
給
之
条
、
弥
家
門
窮
困
無
レ
極
之
処
、
今
度

就
二　

御
即
位
之
儀
一
、
中
納
言
可
二
参
勤
一
之
旨
、
御
点
候
間
、
雖
レ
捧
二
請
文
一
、

諸
国
領
知
者
令
無
足 

 

事
行
之
由
、
歎
申
之
処
、
以
二　

天
憐
一
被
二
仰
分
一

之
条
、
此
両 

 

別
而
被
レ
垂
二
大
悲
之
高
憐
一
、
預
二
安
堵
御
下
知
一
者
、
可
二

畏
存
一
之
由
、
粗
言
上
如
レ
件
、

  

永
正
七
年
九
月　

日⑳

こ
れ
に
よ
る
と
増
位
の
子
静
永
が
安
堵
を
獲
得
し
て
、
久
我
家
と
も
め
て
い
る
さ

な
か
に
鶏
冠
井
が
領
地
を
獲
得
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
同
荘
は
鶏
冠

井
が
知
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
、
相
論
は
鶏
冠
井
と
久
我
家
を
軸
に
展
開
し
て

い
く
。
室
町
時
代
に
は
、
東
久
世
庄
の
歴
史
の
主
役
だ
っ
た
増
位
家
は
、
こ
こ
で
は

端
役
へ
と
転
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
が
、
こ
の
史
料
を
最
後

に
増
位
家
は
同
荘
の
歴
史
の
舞
台
か
ら
は
姿
を
消
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
一
五
世
紀
に
東
久
世
庄
の
代
官
を
務
め
た
増
位
家
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
て
き
た
。
時
系
列
の
順
に
な
お
し
て
増
位
家
の
歴
史
を
た
ど
る
と
次
の
通

り
に
な
る
。

幕
府
官
僚
摂
津
家
の
家
老
増
位
家
に
生
を
う
け
た
あ
る
一
人
の
女
性
は
、
天
皇
家

の
女
官
と
し
て
出
仕
し
、
出
身
の
家
の
名
を
と
り
、
増
位
局
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
箏

の
才
能
に
恵
ま
れ
た
彼
女
は
、
天
皇
家
の
み
な
ら
ず
、
足
利
義
満
、
義
持
か
ら
も
そ

の
才
を
愛
さ
れ
、
重
要
な
儀
礼
に
は
楽
人
と
し
て
参
加
す
る
と
と
も
に
、
義
満
か
ら

は
隠
居
料
的
に
久
我
家
領
だ
っ
た
東
久
世
庄
の
地
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
彼
女
は
そ

の
運
営
を
一
族
の
も
の
に
委
ね
、義
持
の
時
代
に
な
っ
て
、義
満
が
恣
意
的
に
宛
行
っ

た
知
行
地
の
多
く
が
返
付
さ
れ
る
な
か
で
も
、
義
持
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た
彼
女
の

料
所
は
そ
の
ま
ま
知
行
を
保
証
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
増
位
家
は
一
五
世
紀
中
葉
ま
で
に
は
ほ
か
の
西
岡
の
在
地
領
主
や
土
豪

た
ち
と
同
様
に
、
在
京
す
る
武
家
の
被
官
と
な
っ
た
。
彼
の
被
官
主
は
畠
山
義
就
で

あ
り
、
中
央
政
治
の
浮
沈
と
と
も
に
、
増
位
家
も
畠
山
に
従
軍
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
乱
後
に
は
旧
西
軍
方
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
久
世
庄
の
知
行

を
維
持
し
て
い
た
が
、
中
央
と
の
つ
な
が
り
を
失
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
は
実
力
で
の

当
知
行
維
持
は
困
難
に
な
り
、
一
六
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
姿
を
消
し
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
増
位
家
が
領
主
化
す
る
過
程
は
少
々
例
外
的
で
は
あ
っ
た

が
、
そ
の
没
落
の
過
程
は
、
お
お
ま
か
に
い
っ
て
乱
後
の
畿
内
の
在
地
領
主
の
没
落

の
一
般
的
形
態
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
被
官
化
を
通
じ
て
所
領
の
安

定
を
は
か
っ
た
も
の
の
、
被
官
主
畠
山
義
就
の
軍
事
動
員
へ
の
出
仕
が
知
行
地
を
物

理
的
に
空
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
、
知
行
の
帰
趨
は
中
央
の
政
治
状
況
に

大
き
く
左
右
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
。こ
の
点
は
応
仁
の
乱
の
後
に
一
層
顕
著
に
な
り
、

畠
山
義
就
が
中
央
政
界
か
ら
退
場
し
た
た
め
に
増
位
家
と
中
央
と
の
つ
な
が
り
が
失

わ
れ
、
そ
の
後
、
一
層
複
雑
化
す
る
京
の
政
治
状
況
に
直
面
し
て
、
増
位
家
が
知
行

を
維
持
す
る
手
段
は
事
実
上
、
全
て
絶
た
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
一
六
世
紀
初
頭

に
は
増
位
家
の
姿
は
東
久
世
庄
か
ら
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

な
お
、
増
位
家
の
在
地
領
主
と
し
て
の
登
場
の
仕
方
が
例
外
的
で
あ
っ
た
こ
と
に

関
連
し
て
い
え
ば
、
そ
の
あ
り
方
が
い
わ
ゆ
る
鉢
植
型
在
地
領
主
で
あ
っ
た
点
に
も

や
は
り
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
関
連
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
上
久
世
庄
の
公
文

の
家
柄
の
寒
川
氏
の
存
在
で
あ
る
。
彼
が
細
川
被
官
寒
川
家
の
末
流
の
家
で
、
由
緒

の
文
書
の
獲
得
を
梃
子
に
、
東
寺
が
後
押
し
す
る
真
板
氏
と
相
論
を
繰
り
返
し
、
武

家
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、
最
終
的
に
は
一
五
世
紀
中
葉
以
降
、
上
久
世
庄
公
文
の
家

と
し
て
の
地
位
を
確
立
さ
せ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る㉑
。
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た
だ
し
、
当
然
な
が
ら
両
者
は
全
て
が
共
通
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
寒
川
家
が
応

仁
の
乱
後
の
混
乱
の
な
か
で
も
、
国
衆
と
し
て
横
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
こ
と
で

活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
た
一
方
、
増
位
家
の
場
合
に
は
横
の
つ
な
が
り
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
点
に
相
違
が
あ
る
。
そ
の
違
い
は
お
そ
ら
く
、
増
位
と
寒
川
の
家

格
の
相
違
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
け
れ
ど
も
中
世
社
会
像
を
描
く
上
で
の

主
要
な
舞
台
と
な
っ
た
西
岡
地
方
の
領
主
に
、
寒
川
だ
け
で
な
く
増
位
と
い
う
鉢
植

型
在
地
領
主
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
今
後
、
同
地
域
の
中
世
を
考
え
る
上
で
、

押
さ
え
て
お
く
べ
き
事
実
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
東
久
世
庄
を
領
有
し
て
い
た
増
位
一
族
に
関
す
る
小
伝
を

書
き
終
え
て
、
あ
ら
た
め
て
思
い
至
る
の
は
、
増
位
局
の
箏
の
音
色
に
つ
い
て
で
あ

る
。
義
持
を
し
て
「
無
理
」
の
知
行
を
認
め
さ
せ
た
究
極
の
要
因
に
彼
女
の
箏
の
音

色
が
あ
っ
た
こ
と
は
本
文
で
も
触
れ
た
通
り
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
義
満
、
義
持
父

子
二
代
を
魅
了
し
た
彼
女
の
箏
の
音
色
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
さ
し
く
音
楽

を
聴
き
、
終
っ
た
後
、
そ
れ
は
空
中
に
消
え
て
し
ま
い
、
二
度
と
捕
ま
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
少
な
く
と
も
百
年
弱
と
い
う
期
間
、
き
わ
め
て

例
外
的
な
か
た
ち
で
は
あ
る
が
、
所
領
を
残
し
、
在
地
領
主
と
し
て
独
特
の
活
動
を

み
せ
た
東
久
世
庄
増
位
家
の
祖
と
し
て
、
彼
女
の
楽
人
と
し
て
の
生
を
し
る
よ
す
が

を
残
し
て
く
れ
た
こ
と
に
我
々
は
満
足
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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